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環境負荷低減に向けた技術開発 
 
 
 
| 取り組み  |  
ロンドンのデータセンターに新環境技術を導入  
KDDI の 欧州現地法人 、 TELEHOUSE Europe は 、
2016 年 第 1 四 半 期 に 開 業 予 定 の 「 TELEHOUSE 
LONDON Docklands North Two」に、ビル外壁に設
置した設備から取り込む外気を活用する間接外気空調シス
テムを導入します。加えて、ラックを冷却する冷気と機器から
の排熱通路を物理的に分離する気流制御を行います。これ
らの新環境技術の導入により、空調設備の消費電力が大
幅に低減し、電力利用効率が大幅に改善します。  
 
| 取り組み  | 
トライブリッド基地局のインドネシアへの導入  
KDDIは、通常の商用電力に加え、太陽光発電と蓄電池の
「3つの電力」を効率的に活用する携帯電話基地局「トライブ
リッド基地局 (注 1 )」を2009年に国内で初めて設置し、運用し
ています。そしてこの度、経済産業省が二国間クレジット制度
(Joint Credi t ing Mechanism。以下  JCM)(注 2 )の実
現に向けて公募した「地球温暖化対策技術普及推進事業」
において、KDDIが提案した、インドネシアにおける、トライブ
リッド基地局の普及による温室効果ガスの削減を目指す調
査案が採択されました。 
2014年11月には、インドネシアより通信関係者ならびに工
事関係者を招致し、トライブリッド技術に対する理解を深める
ため、セミナーおよびトライブリッド基地局の視察を実施しまし
た。 

 KDDIは、今後もグローバル企業としての重要な責務である
地球環境保護に貢献するべく、最新技術を活用しながら、環
境に配慮した取り組みを進めていきます。 
 
注1  トライブリッド基地局は、商用電力に加え、太陽光パネルによ
る発電、深夜電力により蓄電池に充電された電力を時間帯や天候
に応じて効率的に活用する携帯電話基地局で、商用電力のみを
使った基地局と比較し、最大約30%のCO2排出量の削減が見込
めます。KDDIは、2009年12月に国内初のトライブリッド基地局を
設置し、 2014年 3月末には日本全国 100 ヵ所まで拡大していま
す。  
 
注2  二国間合意によって、我が国の低炭素技術や製品、インフラ
等の普及や移転による温室効果ガス排出削減・吸収への貢献を、
日本の貢献分として評価する仕組み。  
 

 

   

 

  




